
むらさき草 

 今
回
の
球
技
大
会
を
中
心
と
な

っ
て
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
実
行
委

員
長
の
村
山
颯
斗
さ
ん
（
３
Ｇ
）
に

話
を
伺
っ
た
。
自
身
は
サ
ッ
カ
ー

に
出
場
し
て
い
て
、「
応
援
が
多
か

っ
た
の
で
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

悔
い
の
残
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
大

会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
大
会

（１） 

を
振
り
返
っ
た
。 

全
体
の
運
営
に
関
し
て
、
良
か

っ
た
と
こ
ろ
は
「
学
年
が
違
っ
て

も
楽
し
く
で
き
た
こ
と
」
だ
と
い

う
。
ま
た
課
題
点
は
試
合
結
果
と

得
点
の
入
力
を
す
る
と
き
に
連
携

が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、

「
だ
ん
だ
ん
直
せ
る
と
い
い
と
思
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い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。 

前
回
の
秋
大
会
に
引
き
続
き
実

行
委
員
長
を
務
め
た
と
い
う
村
山

さ
ん
。
委
員
長
と
し
て
の
や
り
が

い
は
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
る
こ

と
で
ず
っ
と
そ
の
事
を
考
え
て
い

た
そ
う
。
全
校
生
徒
に
向
け
て

「
１
、
２
年
生
は
ま
だ
大
会
が
残

っ
て
い
る
の
で
、
悔
い
の
な
い
よ

う
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。
３
年
生
は
秋
の
運
動
会
に
向

け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。 

 
(

翠) 

 

 男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

 

３
Ｋ
対
３
Ｃ
の
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
決
勝
。
決
勝
戦
ら
し
い
高
度

な
プ
レ
ー
の
応
酬
で
始
ま
っ
た
。

他
ク
ラ
ス
も
応
援
に
駆
け
付
け
、

選
手
を
鼓
舞
す
る
声
援
が
飛
び
交

・・・・・・・ 
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う
。
１
セ
ッ
ト
目
は
、
３
Ｋ
が
連
続

得
点
し
差
を
広
げ
る
。
３
Ｃ
も
負

け
じ
と
ラ
イ
ン
際
に
ス
パ
イ
ク
を

打
つ
な
ど
し
て
追
い
上
げ
る
も
、

15
対
12
で
３
Ｋ
が
取
り
切
っ
た
。 

円
陣
を
組
み
気
合
を
入
れ
て
始

ま
っ
た
２
セ
ッ
ト
目
。
強
烈
な
ス

パ
イ
ク
を
レ
シ
ー
ブ
し
た
り
ブ
ロ

ッ
ク
し
た
り
と
迫
力
満
載
の
試
合

に
。
デ
ュ
ー
ス
を
制
し
た
の
は
３

Ｃ
で
、
３
セ
ッ
ト
目
ま
で
も
つ
れ

込
む
熱
い
展
開
と
な
っ
た
。
最
終

セ
ッ
ト
も
、
両
チ
ー
ム
と
も
コ
ー

ト
外
ま
で
全
力
で
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
、
接
戦
に
。
デ
ュ
ー
ス
の
末
、

３
Ｋ
の
勝
利
と
な
っ
た
。 

  

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

 

３
Ｃ
対
２
Ｆ
の
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
決
勝
。
序
盤
か
ら
白
熱
し
た

ラ
リ
ー
が
続
い
た
。
鋭
い
ス
パ
イ

ク
で
先
制
し
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で

リ
ー
ド
を
広
げ
た
２
Ｆ
が
６
対

15
で
１
セ
ッ
ト
目
を
制
し
た
。 

２
セ
ッ
ト
目
は
激
し
い
攻
防
を

行
う
中
、
３
Ｃ
が
差
を
つ
け
マ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
ま
で
追
い
詰
め
た
。

し
か
し
、
２
Ｆ
も
諦
め
ず
追
撃
し

１
点
差
ま
で
追
い
つ
く
。
緊
迫
の

中
、
ラ
リ
ー
が
続
く
も
３
Ｃ
が
最

後
ま
で
ボ
ー
ル
を
繋
ぐ
意
地
を
見

せ
、
15
対
13
で
決
め
た
。
３
セ
ッ

ト
目
は
３
Ｃ
が
連
続
で
鋭
い
サ
ー

ブ
を
決
め
リ
ー
ド
し
２
Ｆ
も
負
け

じ
と
食
ら
い
つ
く
が
、
10
対
５
で

勝
利
し
、
３
Ｃ
が
優
勝
を
決
め
た
。 

 

 

５
月
26

日
（
火
）
か
ら
28

日
（
木
）
の
３
日
間
、
春
季
球
技
大
会
が
開

催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
３
日
目
に
行
わ
れ
た
決
勝
を
振
り

返
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
編
集
部
共
同
取
材
） 

ブロックを打ち崩す華麗なスパイク 

『
推
し
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
好
き
な
ア
イ
ド
ル
や

キ
ャ
ラ
に
使
う
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
身
近
な
人
を
『
推

し
』
に
す
る
人
も
結
構
い
る
▼
か
く
い
う
私
も
知
り
合
い

を
『
推
し
』
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
は
推
し
を
見
ら

れ
た
ら
飛
び
上
が
り
そ
う
な
ほ
ど
嬉
し
く
て
、
話
す
と
き

は
緊
張
し
て
挙
動
不
審
に
な
っ
て
い
た
▼
い
つ
も
の
よ

う
に
そ
の
推
し
を
嬉
々
と
し
て
友
人
に
語
っ
て
い
た

ら
、「
そ
れ
っ
て
恋
じ
ゃ
な
い
？
」
と
言
わ
れ
た
。
否
定
す

る
根
拠
も
無
く
て
、
し
ば
ら
く
の
間
も
や
も
や
し
て
い

た
。
推
し
へ
の
『
好
き
』
と
、
恋
愛
の
『
好
き
』
は
何
が
違
う
の
だ
ろ

う
▼
別
の
友
人
が
言
う
に
は
、
元
来
人
は
男
女
ど
ち
ら
に
も
同
等
に

恋
愛
感
情
を
抱
く
。
し
か
し
、
成
長
し
て
い
く
中
で
異
性
を
好
き
に
な

る
と
い
う
観
念
に
縛
ら
れ
て
、
大
半
の
人
が
異
性
を
好
き
に
な
る
の

だ
と
い
う
▼
こ
れ
を
知
っ
て
、
な
ん
だ
か
少
し
拍
子
抜
け
し
た
。
た
し

か
に
、
人
の
気
持
ち
は
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
や
す
い
。
恐
怖
や
緊

張
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
場
面
で
、
そ
れ
を
一
緒
に
い
る
相
手
へ
の

恋
愛
感
情
だ
と
勘
違
い
し
て
恋
心
を
抱
く
「
吊
り
橋
効
果
」
も
有
名
だ

▼
数
年
前
に
「
蛙
化
現
象
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
っ
た
。「
好
意
を
抱

い
て
い
た
相
手
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
で
好
き
の
気
持
ち
が
冷
め
る

こ
と
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
本
来
の
意
味
は
「
自
分
が

好
意
を
抱
い
て
い
た
相
手
か
ら
好
意
を
伝
え
ら
れ
て
、
逆
に
気
持
ち

が
冷
め
る
こ
と
」
な
ん
だ
そ
う
（
蛙
化
現
象
と
は
？ - 

佐
大
通
り
心

療
ク
リ
ニ
ッ
ク
よ
り
参
照
）
。「
好
き
」
と
い
う
感
情
は
、
一
言
で
は
言

え
な
い
複
雑
な
も
の
の
よ
う
だ
▼
こ
う
な
る
と
、
推
し
も
恋
も
結
局

自
分
が
ど
う
認
識
す
る
か
次
第
な
の
だ
と
思
う
。
な
ら
ば
私
は
私
の

気
持
ち
を
好
き
な
よ
う
に
解
釈
し
た
い
。
推
し
て
も
恋
し
て
も
、
途
中

で
変
わ
っ
た
っ
て
い
い
。
そ
の
気
持
ち
が
私
の
日
常
を
楽
し
く
し
て

く
れ
る
な
ら
、
そ
の
『
好
き
』
に
意
味
は
あ
る
の
だ
か
ら
。 

(

梟) 

 

 

サ
ッ
カ
ー 

 

３
Ｈ
対
３
Ｌ
の
サ
ッ
カ
ー
決

勝
。
前
半
戦
に
３
Ｌ
の
シ
ュ
ー
ト

を
３
Ｈ
キ
ー
パ
ー
が
セ
ー
ブ
し
、

そ
の
ま
ま
そ
の
球
を
３
Ｈ
が
反
対

側
に
シ
ュ
ー
ト
。
そ
の
後
、
３
Ｌ
の

フ
ァ
ー
ル
で
３
Ｈ
に
ゴ
ー
ル
の
機

会
が
で
き
る
も
得
点
な
ら
ず
。 

後
半
戦
は
、
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
を

互
い
に
ヘ
デ
ィ
ン
グ
し
あ
っ
た

後
、
３
Ｈ
が
ゴ
ー
ル
し
同
点
。 

延
長
戦
に
突
入
。
前
半
戦
で
は
、

３
Ｈ
が
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
で
味
方

に
パ
ス
し
、
ダ
イ
レ
ク
ト
シ
ュ
ー

ト
で
得
点
。
３
Ｌ
は
コ
ー
ナ
ー
キ

ッ
ク
で
直
接
ゴ
ー
ル
を
狙
っ
た

が
、
３
Ｈ
の
キ
ー
パ
ー
が
セ
ー
ブ
。

後
半
戦
で
は
、
３
Ｌ
が
キ
ー
パ
ー

を
パ
ス
し
て
か
わ
し
ゴ
ー
ル
。
延

長
戦
も
同
点
に
な
り
Ｐ
Ｋ
戦
へ
。

３
Ｈ
の
キ
ー
パ
ー
が
神
セ
ー
ブ
し

た
後
、
ゴ
ー
ル
を
決
め
３
Ｈ
が
優

勝
し
た
。 

応援を力にサーブを上げる 
連携してボールをつなぐ 

 

 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、

１
Ｇ
、
３
Ｇ
、
３
Ｊ
に
よ
る
総
当
た

り
戦
と
な
っ
た
。
１
Ｇ
対
３
Ｇ
の

試
合
は
、
３
Ｇ
の
ス
リ
ー
ポ
イ
ン

ト
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
っ
て
始
ま
っ

た
。
第
一
ピ
リ
オ
ド
で
は
、
３
Ｇ
の

ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
炸
裂
。
１
Ｇ

も
負
け
じ
と
得
点
し
た
が
、
残
り

２
秒
の
所
で
３
Ｇ
が
ハ
ー
フ
コ
ー

ト
ラ
イ
ン
か
ら
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト

 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

 

１
Ｈ
対
２
Ｇ
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
決
勝
。
ク
ラ
ス
内
で
円

陣
を
組
み
、
会
場
が
熱
気
に
包
ま

れ
始
ま
っ
た
。
第
一
ピ
リ
オ
ド
で

は
双
方
の
激
し
い
攻
防
が
続
き
、

２
Ｇ
が
シ
ュ
ー
ト
。
フ
リ
ー
ス
ロ

ー
で
差
が
埋
ま
る
１
Ｈ
に
２
Ｇ
も

点
数
を
入
れ
、
同
点
。
残
り
時
間
１

分
で
２
Ｇ
の
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
が
き

ま
り
、
８
対
６
。
幾
度
の
攻
防
が
続

く
中
、
会
場
の
空
気
を
揺
る
が
し
、

チ
ー
ム
が
連
携
し
、
立
て
続
け
に

シ
ュ
ー
ト
し
８
対
14
。
残
り
一
分

で
２
Ｇ
が
連
続
シ
ュ
ー
ト
を
阻
止

し
第
二
ピ
リ
オ
ド
が
終
わ
る
。 

白
熱
し
て
き
た
第
三
ピ
リ
オ

ド
、
攻
守
交
代
が
激
し
く
続
き
、
残

り
二
分
と
な
っ
た
。
双
方
の
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
か
ら
声
援
が
響
き
、
シ

ュ
ー
ト
を
次
々
に
決
め
て
い
く
。

13
対
16
で
試
合
が
終
了
し
、
１
Ｈ

が
勝
利
を
つ
か
ん
だ
。 

ブロックをかいくぐりシュート 

 
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル 

 

３
Ｋ
対
２
Ｄ
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

決
勝
。
互
い
に
当
て
合
う
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
戦
い
に
な
っ
た
。
切
り

返
し
が
素
早
く
、
人
が
削
ら
れ
て

い
く
。
互
い
に
残
り
一
人
に
な
る

も
、
２
Ｄ
の
鋭
い
ボ
ー
ル
が
３
Ｋ

の
胸
元
に
飛
び
込
み
、
キ
ャ
ッ
チ

し
き
れ
ず
ア
ウ
ト
に
。
第
一
セ
ッ

ト
を
２
Ｄ
が
制
し
た
。 

第
二
セ
ッ
ト
も
互
角
の
戦
い
が

続
き
、
残
り
人
数
が
１
人
ず
つ
ま

で
も
つ
れ
込
む
。
し
か
し
、
２
Ｄ
が

よ
け
き
れ
ず
ア
ウ
ト
に
な
り
、
３

Ｋ
が
優
勝
へ
の
希
望
を
つ
な
ぐ
。 

３
人
当
た
っ
た
ら
、
負
け
と
な

る
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
中
、
サ
ド
ン

デ
ス
に
突
入
。
２
人
ず
つ
あ
た
り
、

残
り
１
人
当
た
っ
た
ら
負
け
と
な

る
中
、
ラ
イ
ン
ク
ロ
ス
に
苦
し
め

ら
れ
、
ボ
ー
ル
が
行
き
交
う
。
３
Ｋ

を
当
て
、
勝
利
を
も
ぎ
取
っ
た
の

は
、
２
Ｄ
。
優
勝
で
、
３
年
生
に
下

克
上
を
果
た
し
た
。 

 

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
７
対

11
で
試

合
終
了
し
た
。 

第
二
ピ
リ
オ
ド
で
は
、
１
Ｇ
が

調
子
を
上
げ
て
い
き
、

18
対

13

に
。
第
三
ピ
リ
オ
ド
で
は
、
３
Ｇ
が

必
死
に
食
ら
い
つ
い
て
い
た
が
、

１
Ｇ
は
自
分
達
の
ペ
ー
ス
を
崩
さ

せ
ず
、
相
手
に
点
数
を
与
え
ず
に

26
対
13
で
１
Ｇ
が
勝
利
し
た
。
他

２
試
合
の
結
果
、
１
Ｇ
が
優
勝
に

輝
い
た
。 

 

球
技
大
会
中
に
、
多
く
の
落
と

し
物
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
閉
会
式

前
に
本
部
よ
り
連
絡
が
あ
っ
た
よ

う
に
、
自
分
の
落
と
し
物
が
無
い

か
確
認
し
、
落
と
し
物
を
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
よ
う
。 

ボールに必死に食らいつく 

狙いを定めてボールを放つ 

総合優勝 ３C

２年優勝 ２C

１年優勝 １H

1位 2位 3位

女バレ ３C ２Ｆ ２B

女バス １G ３G ３Ｊ

ドッジ ２D ３K ３G

男バレ ３Ｋ ３C ２C

男バス １H ２G ３M

サッカー ３H ３L ２L

優勝、 

おめでとうございます！ 

一
面
：
春
季
球
技
大
会 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！ 

 
 
 
 

白
熱
し
た
決
勝
を
振
り
返
る 

二
面
：
優
勝
を
支
え
た
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
迫
る 

 

 
 
 
 

最
終
回
『
紫
羅
欄
花
』 

閉会宣言をする委員長 

想いよ届け、私たちの声援

写真部に提供いただいた写真
で、球技大会を振り返ります！ 



（２） 
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すっきりしない天気だが白熱し

た激闘の数々。その中でも素晴ら

しい輝きを見せた６名の英雄た

ち。彼らの活躍の裏側を取材した。     

男子バレーボールで見事ＭＶＰ

に輝いた田村熙太朗さん（３Ｋ）。

「ぎりぎりでしたが、最後まで勝ち

残れて嬉しいです」と話す。ⅯⅤＰ

を取るのは今回でなんと３回目だ

そう。これまでのⅯⅤＰは２回とも

バスケットボールで取ったらしく、

バレーボールに出場するのは今回

が初めてだったという。 

田村さんは、「初めての競技だっ

たけど、ⅯⅤＰが取れて嬉しかった   

はどんなボールも返してくるので、シーソーゲームでした」と語った。キャプテンが戦術やローテ

ーションを教えてくれたので、自分は打つことだけに集中できたという田村さん。仲間に向けて「み

んながいないと勝てなかったので、感謝しています」とメッセージを送った。    (燕・翠)                                          

男子バスケットボール

でチームを見事優勝に導

き、ＭＶＰに選ばれたのは

浅見大和さん（１Ｈ）。浅見

さんは今回の大会につい

て、「最初は勝てると思っ

ていなかったけど、チーム

のみんなと応援の力のお

かげで勝つことができて

嬉しいです」と振り返っ

た。また、最も印象に残っ

ている相手として決勝の

２Ｇをあげてくれた。試合中は、チームを引っ張っていけるようにデ

ィフェンスもシュートも積極的に自分でやるようにしていたという。

秋の運動会に向けては「次回からは制限がついてしまうけど、いい結

果をのこしてチームメイトを引っ張っていけるようなプレーを出来

るように頑張ります」と語る。クラスに向けては「応援と声かけがと

ても力になったので、秋の運動会も応援よろしくお願いします！」と

メッセージを送ってくれた。             (蓮・小) 

女子ドッジボールでＭＶＰに選ばれた中平柚奈さ

ん（２Ｄ）。優勝した時の感想は「うれしかったです」

と一言。また、「クラス全員で盛り上がってくれてう

れしかったし、盛り上がり具合もすごかった」と笑

顔で話す。共に戦ってくれたメンバーに対して全員

が一生懸命に今回のドッジボールの試合に取り組む

ことで一致団結できたそう。秋の運動会では「優勝

目指して頑張りたいです。今回みたいにクラスのみ

んなでお互い応援しあえたらいいなと思います」と

意気込む。 

今一番言いたいことは、自分だけで勝てたわけで

はなくメンバーがいてこそ成り立ったということだ

そう。また、チームのメンバーにありがとうと伝え

たいと話してくれた。           (富) 
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女子バレーボールのＭＶＰに輝いたのは菅原紅音

さん(３Ｃ)。１年生の春からずっと球技大会でバレー

ボールをやっていて、初めて優勝できて嬉しかったと

話す。２日目に自身のミスが続いた時、チームメイト

が励ましてくれたり声をかけてくれたりしたことが

印象に残っているそう。そのおかげで２日目を勝ち切

ることができたと話し、「仲間の声掛けで救われたか

ら、３日目に今度は自分が引っ張ろうと思って頑張り

ました」と語った。 

決勝の２Ｆとの試合では、第１セットを取られて後

がない状況に追い詰められるも、３Ｃが第２,３セッ

トを取り返して逆転勝利を収めた。「円陣を組んで気

合を入れ直して、諦めずにボールを繋げたから勝つこ

とができました」と振り返った。「バレーボールは一人ではできないスポーツなので、球技大会で競技がで

きたのも、ボールが最後までつながったのも仲間のおかげです」と話す菅原さん。クラスメイトに向けて

は「みんなが頑張ってくれたから総合優勝もできました。チームとして戦ってきた全員に、おつかれさま

とありがとうを伝えたいです」と笑顔を見せた。                    (椿・高) 

です」と笑顔を見せた。今回の大会で印象に残っている

試合を尋ねると、「２試合あって、２日目の３Ｊと、決勝の

３Ｃです。３Ｊは同じ進学文系で結構強かったです。３Ｃ

女子バスケットボールの

決勝で 12 点稼ぎ、ＭＶＰに

輝いた海老沼千彩さん(１

Ｇ)。優勝した時の感想につ

いて、予選で一回負けてし

まったがそこから力を合わ

せて優勝できて嬉しかった

と語る。MVP 受賞について

は、一生懸命に取り組んで

良かったという率直な感想

を述べた。時間が合わなか

った事からあまり一緒に練

習出来なかったそうだが、

仲が良かった故にチームワークが取れていて良かったと練習時を振り

返る。一番印象に残った試合は、やはり決勝だという。第 1 ピリオドの

負けている中でファールを何個か貰えたりして点数をそこまで離され

ずに終われて良かったと語る。 

秋の運動会へ向けて、何に出るかは分からないが優勝を目指したいと

意気込んでいた。チームのみんなに対しては、「人数が多いわけではな

かったけど、コミュニケーションを取って連携できたりしてくれて助か

りました」と言葉を送った。                 （蒲） 

サッカーのＭＶＰに見事輝いたのは山崎巧琉さん（３

Ｈ）。山崎さんは「サッカーが強いチームだったので、勝て

たときは安心しました。危ない試合があったんですが、勝て

て良かったです」とほほ笑む。練習は特に、楽しみながらや

ることを大事にしていたという。試合中はロングボールを

蹴り込んで相手のコートで試合をすることや、スピードや

フィジカルを使うことを意識したと教えてくれた。山崎さ

んはＭＶＰを目標に頑張ってきたそうで、「ＭＶＰが発表さ

れたときは安心しました。基礎も大事にできて良かったで

す」と語った。今後も運動は続けたいと思っているそうで、

もし秋の運動会でリレーがあったらリレーに出られるよう

に頑張りたいと意気込む。 

山崎さんはチームメイトに「優勝できて良かったです。め

っちゃ楽しかった！」とメッセージを送った。   （椿） 

 

紫羅欄花最終回に寄せて、文藝部の來白さ

んに挿絵を描いていただいた 
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